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内 田 倖 喜
雑感 を書けとい うことですから、 とりとめのない文章
になった り、 また、先 に図書館 月報に書 いた ことと重複
す ることをお許 し願 います。
かって附属図書館開館 の頃 、といっても図書館の建物
はまだなく、教室 またはセ ミナー室 を転用 していた頃の
事ですが、将 来の大学院開設 に向けて 專門図書30,000冊
以 上、学術雑誌300種 以 上をいかに揃 えるかが大問題で
した。それが平成2年 の数字 を見 ると、専門 その他 を含
めて、和洋図書103,851冊 、和洋雑誌2,079種 とい うこ
とになってい ます、,
しか し、今度改正 された大学設置基準 を見 ると一 大
学院 には研究科及び専攻 の種類 に応 じ、図書、学術雑誌 、
視聴覚資料 その他の教 育研究上必要 な資料 を系統的 に整
理 し備 えるものとす る 一 となっています。改正前 にあ
った 一必要 な種類及 び冊数の図書及 び学術雑誌一 と
い う数量的表現 がなくな りま した。一方近来国立大学図
書館 の学術文献 に関するオンライン情報検索化 が進行 し
ました。本学 でも館内図書の遡及入力は昨年12月 で終 わ
り、現在各講座保管の図 書について作業中で あります。
しか しこの12月 には それも完 ∫するで しょう。
このように見て くると、図書館 が留意す る事 に、数量
的制約 がなくなる反面 、視聴 覚資料、 オンライン情報検
索 、CD-ROMな どと多様性 が生 じた ことになります。
換言す ると、人員 も予算 も増 や さないがサービスを低 ド
させることなく、質的向上をはかれと言 われて いるこ とに
なります。そ うす ると次 には、究極の図書館 とはどんな
形になるのかという疑問 が生 じます。図書館 とはあま り
本などなく多数のパソコ ンとファックスが並 んでいる、
棚 にはCD-ROMも 沢山 あるか も知れ ない、そん な所 が
想像 され ます。 どこかで各人学が同 じ図書や雑誌 をそれ
ぞれ購入することは無駄で あると考 えているようです。
勿論一・方で はセ ンター図書館 があってあらゆる図書 、学
術雑誌が揃 えられ、毎月新 刊図書、雑誌 の入 力が行 われ
て いることになるで しょう。医学関係 のセ ンター図書館
は東北大学 とい うことに既になってい ます。理学、工学
等 につ いても夫々決まっています。
図A館 サービスの多様性が生 じた一・方予算 は増えない、
オ ンライン情報検索が主 力となる、等々考えると従来の
よ うな図書購 入のあ り方 が問題 となるで しょう。本学の
図 書購入費の73.9%を 占めるのは外国雑誌購入費で す。
そ して ここ数年外国雑誌 は平均7.5%ず つ値r.り して米
ました。現在、来年度の外国雑誌の購入 予約 をしているとこ
ろで すが、平均9%の 値上 りは必 至のよ うであ ります。
一方、 ドル建 となると為替レー トの問題も生 じます。色 々
なことがこの数か月にありました が、幸い円高傾向 にあ





49年 の23,930人 か ら可F成2年 の126,191人 ですから5.3
倍 となりま した。 その問53年 は前年度比2.2倍 となり、
その他の年 は微増です。53年 といえば1期 生 が6学 年の
時で学年進行の完成 した年で す。 しかし、貸出利用者を
見ると、学生 も教職員 も共 に56年 をピークに減少 し、平
成2年 はその41%に なりました。特 に学生の利用者数 は
56年 に比 して30.5%も 減っています。56年 といえば蔵 書
柵数66,471冊 と平成2年 の64%し か ない頃です。
一方開館時間を見 ると、かつて平 日5時 、土曜 日3時
迄 となっていたのが、研究 者、学生の度々の要望 によっ
て現 在は平 日8時 迄 となりま した。 ところが、学生諸君
も度 々開館時問の延長 を要望 しま したが、私 の部屋の窓
から図書閲覧室を見 る限 り、6時 以降殆 ど人影 をみ ませ
ん。53年 から しばらくの間夏休み中など ヒ下閲覧室 の机
がすぺて学生諸君、特 に6年 生によ って占め られ、研究
者 が行って も座 る場所のなかった ような状況 はここしば
らくみることが出来 ません。
勿論 、図書館 は館内資料 を使って調査研究 する所であ
り、試験勉強だけの場ではありません。 しか し、図瞥館
はいかなる目的 の勉強でも利用 され ることを望み ます。
図書館 には映 画 ・演劇音楽のCDも 入っています。これ
も多様性の1つ で しょう。疲れた ら視聴覚資料室へ行 っ
てヘ ッドホー ンでこれ らの音楽 を聴 き気分転換 を図るの
も 】っ の方法 だと思い ます。
先程 あげた色々な数字の1つ だけをとって利用者の減
少 と断定す るのは早計かも知れ ませんが、総合す るとど
うも学生諸君の図書館 利冊 が減っているよ うに思 えてな
りません。文献複写の数 は確かに増 えています。すぺ て
その場で コピー して 、それをどこかで読んでいるので し
ょうか?コ ピー しただけで は何 の意味 もあ りません。 ・
番こわいことは本 を読 まなくなることです。










話は少 し古 くなるが、昨年夏、 ヨーロッパに約3ヵ 月




変良 く整備 されているの に驚 いた。幅 が広 く、車道とは
つねに滑 らかに移行 していて、いかにも走 りやす そうで
ある。何回 か外出するうちに、この道路 は歩行者 にとっ
て大変危険で あることに気が付いた。 ヨーロ ッパの人達
は足 が長 い。 そのためサ ドルの位置は私の胸程 もあ り、
また、車輪 は大八車の それに匹敵する。 したがって、同
じ速度でペダル を踏んで もめ ちゃくちゃに早 く進 む。 は
るか彼方に小 さな自転車 の姿 を発見 した と思 った らも う
す ぐ近 くに迫 っているのである。この ような状況はその
後訪問 したほかの国で も同様であった。 日本で は自転車
で通学するのはせいぜい高校生 までだ が、ヨーロッパで
は大学生 もよ く利 用 す るよ うで あ る。通 勤 に自転 車
を使 う人 も少 な くなく、退社時間の頃 になると自転車
の列が延 々と続 く。デ ンマークで私がお世話 になったモ
ラー先生 が遠 く離 れた自宅か ら30分以 上 もかけて毎 日白
転車で大学へ通 って くるのを知 って、 ヨーロッパでは猛
スピー ドで自転車 を走 らせる理 由が分った。 そういえば、
モラー先生のズボンはお尻の所 がかなりすり切れていた。
ヨーロ ッパでは相当以前か ら自動車の排気 ガスによる
大気汚染 が問題 になって いたよ うである。20年 前、H本
ではモータライゼーションなどとい う言葉が自動車会社の
宣伝文句になっていた頃 、私の英会話 の先生であった英
国人か らエアポリューシ ョンという聞 き慣れ ない言葉 を
教 えてもらったことを思 い出す。現在で は、当然 、日本
で も排気 ガスによる汚染 が問題 の筈であるが、セカン ド
カーだの高級車志向だの とエスカレー トするばかりで、
少 しでも空気 を汚 さぬよ うに しようなどと考 える日本人
はあまりいないようだ。私は、この小 さな国 にひ しめ き
合 って い る日本人 こ そ、自転 車 を もっと利用 すぺ き
で あ る と考 える。 その ため には 、まず 、 白転 車専用
道 路 を整備 す る必要 が あ る。幸い、北海道の道路は幅
が広いので、車道の一部 を自転車専用 に改造することは
そう難 しくはなさそうで ある。
ドイツでは じめていったスーパーマ ーケ ッ トで、支払
いのため に私の前に並んでいた人達 が買 った品物 を各 自
用意 して きた袋 に納めているの をみて一瞬これは しまっ




で、 これに全部つ め込んで、パ ンパ ンになった カバ ンを
抱 えてアパ ー トに帰 ったの を思 い出 す。ビニール袋はカ
ウンターに申 し出ると売って くれることがあとで分った。
有料 ならばか なりの人 は自分で買物袋 を用意するで あろ
うし、また、た とえビニール袋を買 う人がいたと して も、
自分でお金 をだ して買 った袋は大切 にして何回も使 うで
あろ う。 日本 のよ うに、ただで 手に入れた ビニール袋 は
一回限 りで ゴ ミになる確 率は高 いであろう。私 は、スー
パーにおけるビニール袋 システ ムに、地球汚染 と資源の
節約 に対す るこの地 に住 む人達 の心 をみたよ うに思 った。
節約 といえば、 ドイツで感心 したことが もう1つ ある。
それは、私が住 んでいたアパー トのエ レベーターホール
に設置 された照明 システムで、 これが大変ユニークであ
った。私の部屋 は5階 にあ り、外出するときはいつ もエ
レベーターを利用 していた。エ レベーターホールに窓は
なく、昼で もまっ暗で、は じめの頃は手探 りでよ うや く
スイ ッチ にたど りっ く有様で あった。ホールの照明はい
っも消 えているの に、スイッチ を押 すとちゃんと点灯す
るので、エ レベ ーター を下りたあ と各 自がスイ ッチ を切
るもの と思 っていた。ところが、実際 はそうで はなく、
このスイッチは点灯後比較的短時 間で自動的 に切れ る仕
組 みになっていることがあとで分った。
ヨーロ ッパの人達の 日常生活は、日本と比較 して総 じ
て質素であると思 った。スーパーに並んでいる食料 品の
種類 は明 らかに少 なく、リンゴは赤 と青の2種 類 しか な
かった。現在の 日本人 の生活はぜいたく過 ぎると常々思
っていたので、私は、ヨーロ ッパにおける簡素 な生活 習
慣 に大い.に共感 した。 よく云 われることだが、た しかに、
母国 を離 れて しば らく外国で生活 してみるとはじめて母
国の長所と短所がはっきりしでくるようだ。 その場合、外国
に見 ならうべ き点 は多いが、これは日本の方が優 れてい
ると思 われることが少 ないのは大変残念で ある。地球 の
汚染 を防止す るための工夫を例 にとってみて も、 ヨーロ
ッパの方が数段進 んで いるよ うに思 われる。 われわれ日
本人は母国 ひいては地球の将米 を考 えることにあま り熱
心ではないようである。われわれはどのよ うな日本 を目







天 羽 一 夫
「語 り聞 か せんや よ童
、頃 は8月19[、 降 り続 きたる長雨 は、次第 次第 に吹 きま きて 、山の 崩る るその時 に、
麓の 宏 はっ ぶ されて…… 。 占郷 をあと に草 まくら、登 るIliaも つつ がな く、此処 に うつ りて村 をたて 、新1'津
川 と名付 けた り。 」(西 村 直一 作詩 、抄)
この1か 月テ レビで大平 記は吉野 を舞台 に展開 し、 ま
た2回 に亘 って放映 された新十津川物語 の原作者川村隆
氏 は大和 五條 市新町 に住 まれ、私が五條 の小学校で3年
間過 ごした頃、同 じ小学校 に居 られたのではないかと思
うと、懐か しく、十津川 のことなど書 いてみた くなった。
それでは十津川の創成か ら始めてみよ う。
ヤマ トの創世 を見た人 はないので妄想 を逞 しくすると、
地 質学的 に新世紀、古第三世紀の日本列島 は大睦 と連 な
り、日本海 という河 の周辺の草原 、樹林 でナウマ ン象、
オオッノシカ、スイギューなどの動物 を明石原人、アイ
ヌ、ギリヤーク、モ ンゴル原人などが棍棒 や剥片石 器を
振 り回 して追 っていた。約5,000万 年前のことである。
や がて氷河期 を過 ぎると弧状列島 が誕生 し、残 された
原人達 は食性 にしたがってテリ トリーを確保 した。 しか
し弧状列島では殆 どお互いの交流 もなく、冒険者 や漂流
者がわずかの物流 を支えたので あろ う。同 じ頃黒潮 に乗
ってマレー、 ソロモ ン群島の方か ら稲 を持 った南方種族
がやって来た。彼等は温暖で稲作 の出来 る九州北部、山
陰西部、紀州南部 に住 み着 き、次第 に川の上流 に向かっ
てテ リトリーを拡大 しは じめた。10数 万年以前の ことで
ある。 この頃 の関西は琵琶湖 と瀬戸内海は一連の海で、
六 甲、生駒 、金剛山地 はナ ガスネピコ、ツチ グモ などの
種族 のテリ トリーであった。
また数 万年 が過 ぎた。縄紋、弥生の頃である。北 九州
に住 み着いた種族 は稲作の発展 と備 蓄に助 けられ、人口
め増加が始 まり、追 い出 された集団 が親戚筋 の種族 を頼
り、稲 を持 ってr.し 始めた。出雲で も人口飽和 に悩 み、
中国山地で鉄 器なども生産 していたほどなので、再 び西
下 して契約の地 ヤマ トに人 ろ うとしたが先住民族 に追 い
払 われ、漸 く親戚筋の住 む紀州南部の海岸 に到着 し、ヤ
マ トを目指 し、熊野 、十津川の山地 に進 出 していた親戚
種族 に援 けられ大峰 山の尾根伝 いに トビ族 、カラス族 の
援助 を受け、ツチグモ族や宿敵ナガスネピコ族 を破 って、
ヤマ トに住み着 き、湿地 を拓 いて稲作 を始 めた。
ヤマ ト集団 もやがてテ リ トリーを拡 げ始 め自治体制 を
作 り、 リーダーは ヒコと呼ばれたらしい。 この ピコが現
在の天皇家の祖 とい うが定かで はない。紀伊 山塊 、伊勢、
熊野の山岳人種 はその場 所で定着 し、 ピコー族とは親 密
であった。大海人皇子 を援 け、保元の乱には京都 まで出
掛け、後醍醐 、後村上 を援助 し、近 くは幕末天諌組 をも
援 けている。奈良、和 歌山にピコ族 の名 をとった大搭村
のあるの はその証で もあろ うが、義理固 く、土着性 が強
いが、音頭をとるとワー ッと事 を始め る弥次馬的 な性格
も持 っている。
幕府が倒 れ、明治の世 になっても十津川での生活は変
らず、材木 、木地屋 などで当時 の平均的 な生活水準 を保
ち、廃藩置県の時 か らt・津川郷士 と名乗り始めた。
明治22年8月 中旬、台風が大峰 、高野山塊を襲 い、1
時間17(㎞ の降雨が3日 間で約10,0∞mあ ったとい う。
紀伊山塊 は壮年期山脈で、砂岩、粘板岩 を表土が覆って
いる。そこに大量 の隆雨があったので、表土諸共、岩盤
まで押 し流 し、大量の山崩 れが発生 して、山脈 にしがみ
ついて建て られた人家や農地 を樹林 ともども十津川 にお
しなが し、川底 は30m高 くなったとい う。 この とき十津
川村では600戸 が流出 し、200人 が死亡 している。被害は
十津川村だけで なく、下流の新宮 、田辺 、和歌山で も大
量の家屋流 出や死者が出た と伝 え られる。 もともと豊か
で ない十津川村は復 旧の 目途 もたたず、た またま来阪 し
た永山武四郎 と奈 良県知事の税所篤は同郷の鹿 児島県人
なので十津川村民 の北海道移住 に諸々の便 宜が図 られ、
移住者を募 り600戸 、3,000人 が思 いのほか早 く決心 して
荒廃 した自村 を離 れ、同年10月 中旬北海道樺戸郡 トック
の地 に向 かった。
歴 史の 頁を繰 ると、原始林 を通 り、樺戸の屯田部落で
一冬 を過 ご し
、翌年 から笹 を刈 り樹林 を拓 き、蕎麦、豆
を播 き、っいには稲作を始 めるに至ったという、,
今、新十津川村 は極 く平凡 な農 村で、開拓の跡 は全 く
残 ってい ないが、昭和初期のこの地 の水田風景 をみると
田圃の中に巨木の切 り株i」P,ciと々残 り、農家 らしきもの
が点在 して開拓の苦労の ・片を窺 うことが出来る。
その歴史は、新i一津川町史、北海道 百年(北 海道新聞社)
などに詳細 が記 されている。
一方、母村 卜津川村は大和IL條 から丹生川 に沿 い、賀
名生 を過 ぎ、天辻峠(現 在は天辻 トンネル)を 越 えると
大搭村、ここが十津川の人口で ある。谷は深 く、樹 林は
茂 り、川に沿う危なっかしい道が迂曲 し、処々国鉄五新線建
設の名残 りを残 すだ けで、昔 と変わ らず森 と川 が生 きて
いる。道路 に人影 を見ることもなく、木陰 に家 々の屋根
が見える。V字 谷 は深 く、日本.・長 いと言われ る吊 り橋
もあるが、水害以前は渓谷 をは きんで話も出米たが往来
する間 に餅 がつけたほどだ ったと伝 えられる。春には梅 、
秋 は柿、栗 の実 りが多い。現 在の戸数は2,300戸 、人口
13,000人 で 、水害以前 の戸数 、人口と変っていない。 畳'
津川は昔 から13,000人 前後が暮 らせたので ある。増 えも
せず、減 りもせず文明 から遠 い瞼 しい山谷はこれだけの
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解 剖学 実習 が終 わ って 、早 くも半年 が たと うと し
ている。医学生 にとって、不安 と期待の入 り混 じる ・つ
の劇的な出会いであ り、鮮烈な、忘れ難い経験 となった
この実習 をふ り返 ってみたい。
新学年の始ま りとともに、い きなり始 まる この体 験
を前 に、覚悟 していたとはい え緊張せ ず にはい られな
かった。そして、実習が始 まって からは、連 日のハー ド
な作業 と勉強 に肉体 的 に も精神的 にも相 当な疲れがた
まったものであ り、3ヶ 月後 に実習が終 わった時 には、
大 きな虚脱感 とともにずい分ホ ッとしたの を覚 えている。
しかし、それ と同時 に人体 とい う…つの世界の探究
は、なんと魅力のある素晴 ら しい経験だったことだろ う
か。筋や脈管、神経 の走行、臓 器の位置関係 などは本 を
読 めば理解で きる。 もちろん実物 の方が立体的 に理解で
きてよいわけだが、それ以上 に私 が感 じたのは、教科 書
の上で の事柄 を実 際 に一 つ一っ確かめるとい うこと、
そして その物の太 さ、堅 さ、重 さを自分の手で実感と し
て理解するとい うことの面白さだ った。
また、本 に書いてあ ることは、確 かに実物 を理解する
上で助 けにはなるのだが、それだけで は妙に頼 りないも
ので ある。知識 は実物 に触れた時 、初めて生 き生 きとし
たもの に変わるのだと思 う。例 えば、迷走神経 は胸腔内
・腹腔内のあらゆる臓器 を支配 しているとい うことも、
心臓や消化管の壁 にとても一本一本剖出することが不可
能 な程 に細 か く分枝 して分布 している様 を見 ることによ
って、本 当に納得す ることがで きた。
未熟 さの為に、実習書 に引 きず られがちではあったが、
実際の人体 は必ず しも教科書通 りではなく、ち ょっと し
たバリエー ションがあ り得 るのであ り、教科書 の記載 に
拘泥す る必要 はない とい うことも初 めて知った。 これ ま
で の教科書 が絶 対 とい う発想か ら、今、自分 の目の前
にある実物 こそ最 も正 しいとい う発 想へ、今回の実習 を
通 じてある程度転換で きたよ うに思 う。
最後 に、医学 とい う決 して学び尽 くす ことので きない
長 い道の りを歩み始 めた ばか りの我 々に数 々の知識と確
かな指針 を与 えて下 さるため、無償で自 らの身体 を さし
出 して下 さった方々の御志 に対 して深 く深 く感謝申 し上
げます。 この先膨大な医学知識のあまりの広 さ深 さにと
もすれば意気 をくじかれ、初心 を忘れそうになることも
幾度 もあることで しょう。 しか し、その ような時あなた
の御志 を思い出 したいと思い ます。
「この遠い道程のため」!
繊舗繋 翻 灘灘 繊'ξ 魏灘 雛"
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解剖実習が始 まると聞いたとき、私 はとても嬉 しかっ
た。人体の構造にじかに触れて見ることがで きる機会 など
め ったにない。医大に人 って良 かったと思 ったのはこの
時だった。私 は実習の日をワクワクしながら待 っていた。
間違 い な く私 は ワク ワク して いた 。自布 を取 り御
遺体 を見 るまで は、私 は未知の世界をのぞき見ることに
関心 を奮 われ、ステ ンレスの台 の上 に横 たわるものが一
体何 なのか、解 かって いた筈のことに眼 をつぶっていた。
「その人」 はそこにいた。
私 に体 を触れ させ、私の見たいもの を提供 し、私 がそ
の体 にメスを入れること さえ許 してくれ る人だ った。
間違いなく、そこにいるのは 「人」 であった。かって
食べて寝て、 日常生活 を楽 しんだ人だったことを憶い出
した私は、容易にメスを入れ ることはで きなかった。
心臓が痛 くなった。まるで自分が切 られているように
キ リキ リと痛んだ。 もう痛 くない筈の人 にっい謝 った り
しながら、私は見たい世 界をのぞかせて もらった。
「その人」の体 はとても巧妙 だった。い くっ もの筋肉
い くっ もの神経 、いくつ もの血管 、い くつ もの骨。全て
が巧妙であり全てが合理的であった。自分が同 じ構造 を
していると思 うと尚更感心 して しまった。
「全 く
、 どこの誰がこん なもの をっ くったんだろ う。」
人の体 は素晴 しかった。私 は、いつの間にか 「お じい
榊
ちゃん」 と呼ばれるよ うになった その人から、欲 しいも
のは何で ももらえた。私が要求 する知識 は、全て提供 し
てくれる寛大 な人だった。
しか し、スケ ッチやテ ス トという日常の問題が重 なる
と、私 は途端に ヒステ リーを起 こし、何 の知識 も要求 し
なくなって しまった。時間 と教科書 を読むことだけが大
事 になって しまった。意欲は、とっ くにす り切れていた。
そ うして、テ ス トが終 わる度に後悔 するので あった。
「お じいちゃん」は当たり前のよ うに、そこにいるので
はない。それを 「あって当然」 のよ うに足蹴 に していい
理屈 はない。 しかし、実習者は御遺体 から学 ばねば なら
ない、などとい う言葉はつ いぞ忘れ られが ちであった。
後悔 していた。今でも後悔 しているが、実 習が進 む ご
とに、見ておけば良かったと思 うところがい くつ もあっ
た。実習 をお ざなりにして自分の首を絞めたのだった。
お じい ちゃんは沢IIIの機会 をくれた。私がそれを生 か
しきれ た とは とて も思 えないが、解剖学的 に人を見 る
ようになったことは1っ の変化 だと思 う。 そして、多少
の違 いはあるに して も、そこで見た臓器、 そこで見た神
経 、そこで見た筋肉、血管 は私 にもあ り、 そして私の臓
器は、神経 、筋 肉、血管は今 も活動 してい るとい うこと
が、不思議で有難 くて感心で きるよ うになった。当た り
前のよ うに動 く、巧妙 な人体の からくりが、当たり前の
ように動いて くれる有難 さがわかって良かったと思 う。
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晩秋の10月 中旬 には、各医局の説明会 が来年の有望新
入医局員の勧誘のため毎晩のよ うに繰 り広 げられて いる。
教室では新 入医局員が説 明会の案内ポスター を作成す
る習 わしとなっているが 、今年のN君(13期 卒)が 担当
したポスターは術前胸部 レン トゲン写真 、術中写真(心
房中隔欠損孔パ ッチ閉鎖術)、 稲葉医局長(2期 卒)が
温和 な眼差 しで術後管理する姿 をとらえた写真3枚 組か
ら構成 されN君 自身の入局、患者体験 が甦の一字 に託 さ
れている佳作である。思 えばはや11年 前 の昭和55年 の今
頃 、私も卓球部の先輩への義理立てで参加 した肩身の狭
い単 なる御食事会 と本命の第一外科説明会 に出席 したが
会 の内容は全 く忘 れた。当時 、助手で医局長の中島先生
(現、手術部助教授)か ら再 三にわたる三、六界隈、居
酒屋への誘 いをうけ力説 して くれた先生 の哲学の一端 に
触 れたのを鮮明に記憶 している。学生時代、部活動 に励
み卒後これ を究めた いとい う強 い意志 もなく、臨床医 に
なりたいと考 える一般的 な医学生であった私 を多忙で私
的時聞の硝 保の難 しい第一外科入局 へと決意 させた もの
は、 これからの疾病構 造の変化 に順応で きる外科医 を育
成す るとい う方針 と世界的研究が出来 るんだとい う医局
長の夢 への憧 憬で あった と思 う。起承転結の早 い外科が
元来、性急 な私の性 に合って いると思 い込んで初代鮫島
教授の門を叩いたの は、卒業試験 中の冬休み年明 けと記
憶 しているが正確 な日時 は覚 えていない。一生 を左右 す
るといわれている医局の決定 はそれぞれにこんなもので
はないかと思 うが、卒業前 にあれこれ真剣 に思い悩 み、
将来 を熟慮 しても、ことのほか思い通 りにならない こと
の多いのも、チームの一員 と して働 く外科医の宿命であ
ろ う。結局 は人と人 との出会 いが直接の きっかけとなる
事 が多 く、最終的 には可能性 に賭けてみ るとい う心境 に
至 り決定 するので あろう。
私の人事異 動の度 に書 き加 えられる職歴 をふり返れば、
昭和56年5月 入局後、北 見赤十字病院、市立旭川病院、
留萌市立病院 をそれぞれ1年 間、美深厚生病院3ヶ 月、
町立 芽室病院1ヶ 月、枝幸町立国保病院8ヶ 月および宮
崎医大病理3ヶ 月と合計4年3ヶ 月の大学外での研修 を
終 え、大学では麻酔科研修 を含め6年2ヶ 月を送 ってい
る。資格は 日本外科学会認定医だけで胸部外科認定医 、
学位 は未だ取得 していない。現在大学では冠動脈 か ら胸
腹部大血管 、末梢血管 を扱 う循環 蕃外科 を久保教授 の御
指 導 の も とに学 んで お り、人局 時の漠 然 と描 いて い
た ・般 外科 医 とは、 か な り懸け離れた目標 となってい
る。 この道 を選んだ直接の動機 は2年 目研修で1年 間お
世話 になった市立旭川病院胸部外科での経験である。r.
行大動脈 を遮断 し、心停止液の注入 による心停止 を得て
限られた時間内に術者を中心としたクルーが、ひとっの目的
のために心地 よい緊張感 を持 ちながら手術 を遂行する。
手術 を終 え徐細動 され心拍動が再開始 され蘇えった心臓
に直接触 れた時の興奮 が未知なる私の潜在意識 を刺激す
るのであろ う。 もっとも笹嶋助手(現 、助教授)を は じ
めとする血管 グループの魅力的人材 に引 かれた事は勿論
である。
助手になってか ら学生 に接 し、外科は何 年で一人前に
なれるんですか と月並み な質問 を される。私は外科に限
らず医師には免許皆伝 はなく、自分 がゴールと考えた所
が個 々の最高致達 レベ ルであろ うと思 う。1人 ひとりそ
れぞれの個性があ り、わが ままな患者の命 に関 わる職 に
あ る私達 には、 日々是修 練 とい う気概 が大切で あり、こ
れは宮大工や料理人 の職 人気 質で ある物事へのこだわり
に通 じると考 えるのは私だけで あろうか。
私的には5年 前 に結婚 し二児の父親と しての責任 もあ
り、留守を預かる妻 には常に感謝 している。最近、腰椎
椎間板ヘルニァ を患い、減量 と腰痛体操 に励み、医局ゴ
ルフハ ンデ ィは22ど まりである。
大学は人間の集 まりであ り、環境 も大部分は人間関係
に負 うところが大で ある。これか らの旭u医 大 が21世紀
に向 けて生 き残れるかは、理屈で はなく、魅力的 な大学
で ありたいとする、個 々の意識 レベルの向上 が大切 と考
える。
今年のワール ドカップ ラグビーで前回優勝の二-一 ジ
ーラン ドの元プ レーヤーが
、日本の ラグビーの課題 は何
かとい うインタビューに答 えた言葉は 「スピー ド、テク







卒 業後10年 に思 うこ と
卒 業後 第 モ内科 に人局 し大学 での 研修 、 線 病 院 の 勤
務 さらに 一;:での基礎 研 究 とあ わた だ しく過 ぎて しま 一っ
て 、'F成3年4月h'ら 旭 川 厚 生り茜院 消fヒ器率斗に きて い る,、
同 じ旭IIIと い うこ と もあ って 同 期 をは じめ先 輩 ・後 輩 と
顔 を合 わせ る こ とも 多く、仕 事 トのつ なが りに も な りた
いへ ん助 か ・って い る。
医 者は一・人で はfL事 力㍉`}81来ない,,い く ら不目民不休 で 頑
彊 一った と して も、個 人の能 力には限 界がある し、多 くの医 師
が関 わることは患 者の受 け る医療 の質的 向Lに もなる,、患者
の検 査依 頼 から患 者の都 合によ る転 医 まで、あ らゆるコ ネを
使 って お願い し回 ってい る,,特 に同 期 の存 在 は あ りが た い
もの が ある。 同 じ科 の 同 期 は も ちろん の こ と 、他科 の専
門的 な知識 や 技術 が必要 に な った時 に 、腹 を割 って率 直
に意 見 を聞 いた り、助 け て も ら える頼 も しい存 存 で あ る。
また 、 シ ビア な意 見 を 言わ れた と して も不思 議 と腹 が た
た ない し、 た ま には しく じる こ とが あ って もなぜ か許 せ
る。 また こ ちら に依 頼 され る と やけ に嬉 しか っ た りも す
殉,"○ ○ で 困 っ た と きに は ぼ くが診 てや るか ら"と か
"× ×の峙 は 回 す か ら な
,、た の むぞ"な ん て一 丁 前 にな
ったっ も りで 話 して た学 生時 代 が思 い出 され る。
先H、 久 しぶ りに同 期 が顔 を合 わ せ る機 会 が あ った 。
かつ て の紅顔 の美少 年(美 少 女)た ち はお 腹 の筋 肉 が緩
み 、 そのふ さふ さと した 毛 髪 は まば らに 、 そ して カ ラ ス
の足跡 が気 に な る年頃 に なっ た,,し か しそれ らは様 々の
経験 とと もに彼 らに ち ょ っと や そ っ とで は動 じない 貫禄
を与 えっ つ あ る よ うに 見 えた 。か って 三六街で 鳴 ら したプ
レ イf一 イは娘 を溺 愛 す るパ パ に変 貌 し、各医 局 の 医局
長 が数 名 、立 身出 世 をめ ざ し獲 勉強 に励 む もの あ り、 マ
イペ ー スで 悠 々 自適 の もの あ りで 、 当初 その 変貌 に驚 か
され も した が 、話 をす る うちに10年 間 が あ っ とい うま に
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飛んcし ま い 、お 互 い にあ の頃 と ちっ とも変 わ ら ない こ
と に気 づ き、安心 す る や ら、嬉 しい や らで楽 しい一一ii;:を
」越こす こと フゲてトきた,,
最 近 の学 生 には同 学 年 で あ・って も率 裳す るまで に ・度 も
話 を した こ との ない もの が い るそ うで あ る が 、私 た ち の
こ ろ は そん な こ とは な か った,,新 設 され た ば か りで 大学
周辺 に はい まの よ うに喫 茶1,';i'飲 み屋 も な く、 しか も交
通 の便 は悪 く、"こ ん な 大学 って な い よ な一"と 愚痴 り
なが ら、い っ も大 学 内 の喫 茶 店 や 食堂 にた む ろ し、遊 び
はボ ー リン グ に しろ カ ラ→ ケ に しろ み ん なで 行 った とい
うathomeな 雰 囲気 が 陵か しく思 い 出 され る。
最 近 は女 医 の数 も増 え、医 局 が華 や か に な り、雰 囲 気
も変 わ った と年輩 の 先 生 方 に もい われ る、,皆 さん、 仕 事
熱心 で 頑 張 り屋 で 、f十事Lは 男 医 に負 け ない し患 者の 評
判 も良 く、 しか も 、 女性 ら しいや さ しさや 、 明 る さを忘
れず 魅 力 に満 ちあふ れ て い る。 しか し、私 た ちは男 性 社
会 の仕 組 み に まだ慣 れ て い な いた め に、男 性 社 会の いわ
ゆ る常 識 を知 らず に いて 、思 わぬ 誤 解 を招 く こと が あ る
よ うな気 が す る、,それ らの常 識 に は必ず しも良 い こ とば
か りで は な く、端 か らみ て も変 な こ とも あ るが 、 そ れ ら
を変 えよ うとするのは 大変な こ とだ と思 う。 しか し、7uu故
知新 の精 神 を忘 れず 、先輩 女医 の 地 道 だ けれ ど着 実 な歩
みが現 代 の 状況 を作 って きた よ うに 、私た ち も努 力 を怠
ら ない よ う した い 。 その た め に も数 多い 多彩 な友達 は必
要で あ る と思 う。
以 ヒ思 いっ くま ま に ま と ま りも な く書 いて きて しま 一・
た が、最 後 に これ まで お世 話 に な った 方 々 に感謝 す る と
同時 に、 こ れか らもみ ん な と共 に歩 ん で い きた い と思 っ
てい る,,
(旭 川 厚生 病 院 消化 器科)
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ハ ジ ェ フ ・ク リ ス ト ・ア レ ク サ ン ド ロ フ
私 は 、1990年10月.い)旭 川 医 科 、k学 産 婦 人 科 学 教 室 に
存 籍 して い る ブ ル ガ リ アIIII身 の 留 学 牛 ♂〉ハ シ1.フ ・ ク リ
ス ト ・/'レ ク げ ン ドuフ でd、 、私 は1985年 ブ ル ガ リ ァ 医
学 ア カ ラ ミ・一を 卒 業 した 産 婦 人 科 医 で あ り ま 弓。 私 の 国
J)'ブ リレカ リ ズ1.#≡1一 ロ ソノ、び)東1二fぴ 置 し 、 ギ リ シ ーブぴ)aヒ、
1レー 、ノー=1PJ)i#i、 黒2毎(ノ)西{▼ 浅㌧り 、希ム(ノ)占～〔組β[‡勇{♂)「ト1}尭
沿 い で 一占「1ブ ∫レガ'J?0)人L1は 少 な く約tiOOIj人 です
ス ラ ブ民 族 か.干 一uツ ノ・の 南 んへ 移 動 し 、rlゴ代 ロ ・ マ 帝
国 の ・部 で あ っ た ナ廿1区の 完住 の トラ キ ア 八 と 混 【r【Lし私 の
祉U珂 は 「比臼替681年 に ウ婁「Elされ ま した,フ ル ガ リ ァ'じレ1・さ
な 国 ひす が 、 北 方 に広 い 平 野 が あ り 国 の 人 部 分 の 農 粟 か
そ こ で営 ま れ(い ま す.-1バ ル カ プ ト島 び)最/:級 の 由 々 は
国 の 南 西 部 に 位IKし て い ま む フ1レ ガ リ ア の 首 都 は ソ フ
ィ ァC'人 口 は 約100万 人 で 一ξ一、 よ た 、 ソ フ ィ ア は ウ ィ ト
シ ャ山 の 底 部 に 位 置 し て お り 、 有 名 な 冬 の スキ ー リ ソ ー
トf也C'書 、あ り ま す.、
今 迄 、 庭 【い 北 海 道 各 地 を 旅llす る 機 会 か あ り 、 そ の
こ と が こ の 地 域 の 人 々 の 生 活 様 式 や 文 化 を理 解 す る の に
有 益 でLた1=1
ま た 、北 海 道 の 自 然 は た 変 制、の 国r似 て お り 、色 々 な
意 昧 で 季'、は 故 郷 に い る 感 じが い た し まd木 当 に北 海 道
v)違Lい 自 鍔ぺは 拳申v>恵 ノダ(トあ り ま す ケ リ ス タ,レ 」)k)
な 空 気 、 名 く�,;胡 、 ラヘ ン ダ ー ぐ有 名 な 庭」英 の1=)なY.
数 の 観 光 名 所 、 白 金 温 泉 、函 館 の 美 し い 海 な ど 、 旅 人 に
と ・,て 化海 道 は 駄 力ll勺姻 障 す.そ の 他 地 元 の 新 鮮 で
Xud:Lい 食 べ 牛勿 、f列 え は.1旨 毎:1負σ)牛 二t.、筆11未1.い チ ー ズ,
シ ン ギ ス カ ン な と じtこ こ にfFむ 外 国 人1こ と っ(極 め て 楽
し い も の で あ り 、 さ ら に 典 型 的 なH木 食 や 各 種 の シ ー フ
ー トも 極 め て 魅 力的 で 『4
現/1・ 、 私 が 属L'Cい る 旭 川 医 大 け 極 め て 近 代 的 な 医 学
施 設C'hii.川 市 の 庭Lい 西 神 楽 に 位 置L'ζ い ま1二 二で,t
呂数 の 器 機 設fllllの ノ声な らず 彰(の 弾 門 家 け二i'1ノ'的 し へ1し
rs,幹)、 九[しIliI「f⊥くσ)f乏匙1ヤkしT)∫F孔評fll!を1・うナllilij}Lき・ヒ士2～ ≠レ㌧1)τ
あ る と 私1よ 弩 え ま す 私 の ↓.うな 外 匡1人 に と ・て 、 日 木 人
の 全 て の 八 々 に 高 い 医 療H一 ヒ/,を 提 供1る ユ ー7な
}体 の 医 療 シ 凶 テ仏 を 丈隔 二 と は 極 め ⊂田叫 ・深 いf,・ りか
あ り ま.1-i商 切 な1突 庵 を 得 る た め に け ヴ〔尺 な 費111右 「笈1「
た り 、 呂数 の 人 々 が 医 学 的1因 心 を もつ 余 裕1ら な いiiド昂
しノ)重二くしりlh1々IL:上 ヒ'kxし(』ll4く プ)i天療}ス フ ノ、lrし和客ノう・:二千憂
才i.(し 、ノ),!-r,,ドえ ま{
旭 川 医}く 産 婦 ノ、科 宇 教 室 こ.吊 初 の 研 究 は 超 出}盤 医1二 』
に 」 る 脚 尾・川 　IL、ilL関 す る 叡 りで 一1一 超 斉 波'汎 昼
ソフ ラー法 を用 い て 、胎 児の1磨帯 動月1氏、中 大脳 動1脈、内
脈 骨 動脈 、外腸 骨 動 脈 、 大階動 脈 の 血流 計 測 を行 い 、 ∫・
宮 発育玉屋延{IUGR>や 月台児仮 夕Eを従 来 の 方法 よ7)早 期
に診断 毒るof能 件 を検 討Lま したII胎 児r航管 は 、1血L流と
超 音波 ピー ムの 角 度の 補 止 か困 難 で あ り、血管 径 が小 さ
い ため 断面 積 春求 め る うえ で大 きな誤 差 か生 じ血流 賦の
評lllliにた きな問 題 が あ ・・た た め 、今回 は 角慶補 正 の必1要
と しないpulnalititcindex〔PDを 用 い ま し六 ・,そぴ)
糸占果 、【UGRて 吋よ中 大月尚重吻厚爪のPiか1成 少 し、 外1揚十iπ申力
脈 、 大腿 動脈 のPIが 増 加idる い わ ゆ るbrainsparing
effectを 認 め た 「また 、IUGRの 診1粒1は単 一lnL管.(トは中
大脳 動 脈Pll直 を求 め る 〃法 が精 度 が 高 く、総 合的 に は 、
中k脳 動脈PI値/内 腸 骨動 脈Pl値 比 を求 め る 方法 か
最 も診 【析精度 が高 か ・.)た=⊥'/1=の成 績 は 、」.Matc・rnal-
F,tallnvesti-9。ti・n」)最 辛腸1こ 掲 載 予定 で あ りま む
現 存 は 、生殖 生 理 学 の 研究 で精 臼 こお ける活 性 酸 素消 去
酵 素4)super-・,xided且smutascの 局 在を免疫 剰t織fピ"1j∫:
的 に検 詞.Lて お り よす.
{ヲ、カイi・んてトし・る糸貞ゐ・1CV,睾瓦7)範 しし、辛求、 きれ し・なfi二二毛、
平安 な雰囲 気 の 中 での 多くの 友 人達 との 交流 は 、私 にと
・て 極 め て楽 しい もぴ)であ り ま オ,旭 川で過.二Lた 目 々
は私 の什 事 に極 め`有 意 義 で あ り、 私 を援1功Lて い たた
いた 多くの 友 ノ、に心 か ら御 礼申1.Lけ ま1
〔訳 産婦 人科 学 講1・1・イ川iliう・匹易)
生 年 月[i
所 属
存 籍 期 間
国 籍
ii't≠白II♂)
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.フ チ ト.
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j「 [ ..ノ:=し、,』,「【り、し1ま.1..
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、ま=5..月 市1ご～う糸川川iゴ1、し 〔三1{1,し ノ♪し.・{ご.ノ～1-'ノ5意}.～ll.L'(メ ⊃1り 、
り1`:闘ll}糸川月包 て='r.≧[」覧,等 濯[ノ ー(葺RPカiド 「エナしり し ・ヒ ーノ ダ ・::糸r㌔r・ ド!.
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1。〔汽・f;Li1('..'.1'!).a.ト7リ ン しノ)rチfiニ カごノ」こさ オt.ぐL、
,{1.5.r,)こr、 ヒ ・ノ4)7.1し 一ノ;.}、 羊安1¥if'i:1}1し ノ)y』,～.J♂.、一ノ チ
ト しノ}ク1し 一.・ノ'(=・、..、'カ.で=.ン1,一 ぜ プノ イ.=ン.2㌻ 自'カ;r写 、圭
矛1,{.』 「!..一、,ノノ イ 』』ン:し'ノ5.ノ1」 ノ 噛1ノメ.ノノ_r'1し しノ.)1.ll:BFI』カ・「,
1988年.に 分 離 、」これ た'1＼ ノ醐 剃1占iの 小 、＼な へ.フ ヂ ト.'ξ.1
ズ ーノ11カ ツ ズ 〃 「1し け 私 た ち び)ド芦 生IL㌔三f! 、'仁 牛勿ドj∫:'ノ・'嚇ゴL{'ξ
.` ・負
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る オ∠け て=1しtな く 、 あ るf」rl.象 に 芸tカ;一.,い メニfi'E';'者.カ ・い ま1.
/.=..二 しノ,ソノ1-'レ しtI.』.1小1しノ)子妾しノ,f卑みカし.1・惑1.4セを・、セ⊆}さ'な し}v.)丸 ・幽t
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イ ∠.ンA、.L:r'カ1イ 」.ン 〔葺力5.r}b覧,＼ 才t,圭 〔..オニ..・;'・カ`イ.=ン
v「)k'三}rpf'i:}月:ゴ ニま、t三角4～口月rさ 才1一ζ1,」LL】 ま、{}/し フう5、 辛}H月1・ヱ1卜箕 し:f含こ
屏ll..ご 』、 辛田「肇lzごh.s'il、{蒔 ・裂 ～5.{士～.～、1.:考え.`㌔ 矛/'('し 、...ヒ弓..
毛1、力汚沼「'jそL.て「報.季刀v)臼.・ 弓臼 よ 、.二 〇.)含b史 一マ ガ イ...〉 ¢ノ)打1:月璽
り.ζ写ぞ舌'ド{i呑・言屠1!く ち)弓1幽ξ.1-.ノ:p..4}L.て 「、fi{;,き ゼ`ぴ.)月lli癌111月包季朱 、
・1種 類 の 止 常 細 月{qを 用 い.(r殺 細 脱!効 果 を 調 ・.くた 糸1料 .1、r↑
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,農rjΣ カら2二・要 な 正}{、f、11三斗ミfir甘1さ オ1..Cし 、る イ.∫巳班～斗斉曲、L二flit月効 ～社
タ:.・云.{事4:と.カ ・.li月ら か に な り まLf.一 ..す な わ':、 、 一、7カ イ
ニ.ン が.打t生 斉rlとL.て 一だ け で ・な(、 手九 症}斉9と し...Cv.)μ1.1fヒ
性 を 持 つ 事 か.示 き れ た 訳 て 一1...二 の 他 、.功 で 二.か 精
ザーを イ・動fヒ す る ・罫 も 幸ft.'rさ れ.⊂ 才・り 、i硅 如=薬 と し.L一 し7..川r
Ili'「'「三.≠,考 え`'一,才/.ぐ『し、よ 一.{.
り畠 の 治=療F友 糸吉 む1向kさ 一Uる た め に1.す 、,癌 〔.∫)生!吻'」そを 研
'.究[
..(一 、 イ3しノ)!」!.5、【.,」,5.・ポ貨 砕〕、 審斤[ .し 論ギ台り{でギノ.i,ど1'F方 ～ノiS.・1}1.1づ差
.1.〈⊃ 寸誓カゴノ〈CI」とftlし 】
.主『弓一.一 、戸力.で 一『.ン び).発 与己力孟、!...＼二 ご.
リ ンtり5差 ケ巴♂).↓、う1二 、 莞ラ てしノ)ノ.＼〈戸呑'孔)」カ・`こ}.!《一)カ ・、}二.)カ ・
:し よ/『;.知 る ・拍 よで.・㌔ 、上 骨士〆,1 -.か し 、 ・」、さli:なf二 若i・'「.・べ・4',d
問 を 解 く 努 力 が 辛'll..い111..療 に 一..)な が る 呵f髭'1生 が.あ る 脚llS..、
'、'カ.イ ニ ン び.)壷1ド先5
:.動臼 し..C己r{ぎ.)『て『k,え さ ・}士町、才/圭L/と 一..
り:料:.‡自 ㌶些力・C,千人た ち に.1伽III匙至さ れ ノー人 き な 健倒 財z・..1.1.Lカ ・
1.、 、二の 問1趣 は 意 、外 と 小 さ な 事 実 か.解 答 に 結 ひ.一.,〈 鐙.ピt・
孔1'τ・ノ〔ノ)カ ・'」矢ll矛1ま 一性!紀t目:1'ド111び)千{'幽1そ 渚'{.魂:、 、こ らノ.〉づ・さ な
勧塾イ～...,寸ミ」㌔')⊂ 駈.1「iノく4・11}:し7)石}「ナこliiJdlを ・糸売lr'(し 、～.～しノ..}「(い『4-.
{ド ・]手/・'1-'7笛 ・言防1寸{1.}
(NIHメ デ ィ カル セ ン タ ー を背景 に して)
,(
■
研 ・究 室 紹 介
■ 寄 生 虫学 講 座 ■ 稲岡 徹
寄生 虫 学 講座 は、北 海 道 の 医 学 系大 学 と して は、 こ の
方面 の唯 ・の研 究 機関 と して 昭 和50年 に開.ILIIIされ現 在 に
至 ・♪て い る、,その 間 ス タ ソフ に 大 きな変 動 は な く、 久津
見晴彦 教 授 、宮 本 健 司助 教 授 、稲岡 徹 助P、 中尾 稔助f、
盛 眞智f・ 事務官 と 、現 在 は本 学動 物 実験 施設 の中 谷 和宏
技官 に 、研究 生 の 石川 裕 司医 師 が構 成 メ ンバ ー であ る 、
北 海 道 は冷 涼 の 地 で 、 ・般 に寄生 虫 な どあ ま り縁 の な
い 十地 柄 と認 識 され て い る よ うだ が 、 日本 に残 され た最
後 の風 イニ病 と も 言 うべ き 参包 虫症(Zキ ノコ ノク ス症)
が 蔓延 し、f主民 に圭「t苫しい不安 感 奏'与え続 けて い る、,こ
の疾 病 は 人獣 共通 寄生 虫 症 の一 つ で 、 人へ の感 染経 路 が
イ・明 の ま ま、虫 卵 を 含 む沢 水 な どの 飲 用 が 主因 で あ る と
漠 然 と信 じられ て きた。 久津 見教 授 を中心 に 、講座 を挙
げ て この 問題 の 解 明 に取 り組 み 、 公衆 衛 生学 の 土 井陸 雄
助 教 授(現 横 浜 市 大教 授)の 協 力5'f'r`て、広 範 な疫 学 調
査 を実 施 し、畜 産 業関 係 者が 多包虫 症 感染 のハ イ リ スク
グル ープC'あ る こと をっ き とめ た、 この結 果 は論文 ・学
会で 内 外 に発 表 され大 き な反響 を呼 ん だ 。 多包 虫症 に関
して は、 薬物 治 療 の研 究 も進 め て お り、 動物 実験 は主 と
して 中 谷技 官 、人体 治r列 は石 川 医 師 が 担当 して興 昧 深
い デ ー一タが 蓄積 しつ っ あ る、
宮 本助 教 授 、中尾 助 手 は ラ イム病 とそ の媒 介 者で あ る
→.'ゆ.博 →.一 ■韓 噛 ●一■榊
マ ダ ニ、 さら に病 原体 の 保 有動 物 とr想 され る野 生 動物
の研 究 を精 力的 に進 め てい るIIラ イム病 は1970年 代 か ら
ア メリカでAIDSに 次 ぐ重要 な感 染 症 と して 社 会問題 化
して い る疾 り丙で あ る が 、 日本で の石斤究1よ端}緒1こり い た所
r.あ る.、宮 木助 教授 ら はマ ダニ 、翻 歯 類、 島 類か ら500
に もお よぶ 病 原体 株 を分離 し、 よた 本学 の皮 膚 科 、 整 形
4ト率斗との 共1司弱牙究 に よ り、}1本 で な台め て患 者か らのり迭i馬{
体 検 出 に成 功 す る な ど、 日 本 にお け る ラ イム病 σ)f)f'を
リ・ ド'弓る立場 に あ る,
稲 岡 助fは 、国 内 は もと よ り泄 界 各地 で 、寄 生 虫媒 介
性 の吸 血 昆 虫 、特 に ア ブ科 の 研,hを 行 い、新 種 の 発 兄 、
生態 の解 明 、 防除 法 の 開 発 な どに成 果 をあ け てい る,,
盛 事務 官 は 事務 的 な仕事 に加 え て 、実験 の準備 や飼 育
して い る実験 動 物 の 面倒 まで7キ ハ キ と、二な し、 講座 の
連営 に な くて は な ら ない 存在 とな っ て いる.
寄生 虫疾 患 が現 在 で は熱 帯 ・亜熱 帯 の開 発途r国 に偏
って 分布 して い るた め 、 メン バー は しば1、ば これ らの 国
々へ 、研 究 あ る いは 防疫 事 業 に参加 す るた め に出向 く。
ア フ リ カ、 中南 米、 ア ジア、 オ ー ス トラリ ア など 、 その
意昧 で 世界 中 が研 究 の フ ィー ル ドで あ る,,海 外 旅行 に鋤
る際 に情 報 を得 るた め に当 講座 を訪 れ る学 生 も 多い、 と
の様 な用 件 で あ ろ う と、学 生諸 君の 訪 問 は 大歓迎 で あ る、
また意 欲 あ る新 人の 入局 を待望 して い る。
(寄 生 虫 学講座 助 手)
研 究 室 紹 介
■ 耳鼻咽喉科学講座 ■ 金谷 健史
当教室は昭和JL・"一海野徳一=教授 によって開講 されま し
た,,開 講当時のxタ ッフは九州大学出身が中'じ・で したが、
その後海野教授の1申1身校である千葉大学 より林崎前講師
が、札幌医kよ り白戸助 教授 、坂本前助 手が、和歌Ill医
大より矢島前講師、川堀講師、高橋講師 が、 さらに昭和
大学か ら富山前助 手が、東京医科歯科 より吉川前助手が
参加 し、現在の医局体制の基礎 がで きま した。昭和54年
本学1期 卒業の内藤前講師が人局 し、その後平成3年 ま
で に卒業生 を中心 と して40名 の 人局者を迎 えております。
当教室の臨床 は、開講当初 より頭頚 部腫瘍 の治療 をL
眼 に置 いてい ます。 その頃は道内で頭頚 部癌の手術 を手
掛 ける施設がほとん ど無 かった こともあり、少 ない耳鼻
科の病棟 はいっ も腫瘍の患者で満員で した。このような
豊富な症例 、海野教授 な らびにスタッフの厳格 な指導に
よ り教室員たちはめ きめ き実 力をっ け、頭頚部腫瘍に対
して現在では大学 と同等、症例 によって はそti/).トの治
療 が関連 病院で行 われている事 は頼も しい限 りです。こ
の様 にアクナ ィプに活躍 して いる関連 病院は道北、道 東、
道央 、道南と道内各地 を網羅 しそれぞれの実情 にあった
地域医療 を月指 しています、,
研究而では海野 教授 を中心 に野 中助 手、畑山助 手、長野
助 手 が それ ぞ れ 、呼吸 二 二1一ロ ンに対 す る鼻 呼吸 の影響 、
爵波 を利 用 した新 しい ライ ノメ トリ ・・の臨 床 応 用 、鼻9i'.
抵 抗 の 中枢 神 経 機構 の解 明 に取 り組hで い ます 。 また 白
戸助 教 授 を中心 に金 谷 、 卜戸助 手 か姿 勢制 御 に関 す る基
礎 的 、 臨床 的 研"hを 行 って お り、 さ ら に川 堀 講帥 、高橋
講帥 、北 南助 手 を中心 に鼻 ア レル ギ ー にt」!1る 肥 満 細胞
の研 究 や 、内 耳 、中 耳免 疫 の基 礎 的 動物 実験 がT,わ れ て
い ます 。 こ れ らの 研:n成 果 は国 内 、国 外で 積極 的 に発 表
され11.1い評f面 を受 けて お り ます,、震輿朔二Hカア、 金 ナr助手 は
ア メ リ カ、 カ ナ ダに留 学 中 、 大学院 生 は生理 学 第2rl即 坐
や 、病理 学 第2講 座 で それ ぞ れ修 行 中 です が、1帰・ノて か
らの健 闘 が期 待 され て い ます,,
医 局行 事 は、 花 見 、登 山 、r,一}一 と色 々あ りま すが最
も伝 統 が あ り規 模 の大 きい行 事 は、 大雪 山 イワ ナ釣 り旅
行で す,,関 連 病 院 の 先生 方や 、教 室 にゆか りの あ る諸 先
生 、 さらに は教 授 の恩 師 まで加 わ り"何 匹釣 ・Jたの 、こ
れ が ・番 大 き いの"と 毎年 大賑 わい で す。
以L簡 単 に耳 鼻咽 喉 科 学 講座 を紹 介 致 しま した。iip}
座 は 未 だ 発展 中 で す.,卒 業生 の若 い 力 を大 い に 歓迎 致 し
よす 。
ほ4鼻 咽 喉 科学 講∫導{助/-)
io
■
体 育 大 ム五
今年 も9月4目 ㈲ 、学 年対 抗 の体 育 大 会 が開催 され ま
した 。 爽や か な秋 空 の ド、 全員 参加 の綱 引 きをは じめ 各
種llに 熱戦 が繰 り広 げ られ ケ ガ'もな く無 事終 了1.ま1.た,.
各 種llと 各 学 年の 成績 は次 の と お りで す。
(学生 課)
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本qこ 度 び)!:開 言薄∫^睦1よ、1〔}月3[1カ ・ら:itrIU)其 月1用に101口1
に わ た り 、 二.ユ ー 北1毎 ホ テ ル を 会r,,}に 実 施 さ れ ま した1、
こ二れ は 、 人ゴ芦開 放 彗;業 び)一.ぜ罵と して 、rf荘 醍1こ『』芦登マび)ナ易
を 広 く払甘共す る 目 白勺で 毎}年 行 わ わ て い イ⊃',び)で す.、
今 年 は 「老 年 期 を す 二 や か に1を テ ・・マ に 、 精 神1矢 学
溝 座 宮 岸 教 授 が 実 施 責 任 者 と な り 、 ノト学 の 教 官9名 が
老 人 性 の 病 気 に つ い て 、 ス ラ イ トや ビ デ → を使 い な が ら 、
日f折.フ.一 一Fア を 交 え て わ か り や す くliPlLま し た1.
本 ・アrの 公 開 講1屯 善,今・年 で61ロ1目 を迎 え 、 市 民 ぴ)関 心 も
高 く 、19.上 力・ら82.斗 ドま で ♂>256名(7)'受1溝 申 三ムみ カご詩,り 、
受1溝 者の 中 に は 、 昨 年 に 引 き続 き 受1溝 す る 方 や 夫rの 姿
も 見'受 け ら れ ま した 、、
受 講 剖 ‡終 始 熱 心 に聞 き 入 り 、 活 発 な 質 疑 も 行 わ れ 、
1く午 度 ぴ)'<`Pd!li蕃「坐:‡ 子々,lrび)弓i、 糸冬了 し ま しノ:二、
〔学 生 課)
〔公開講座風景)
解 剖 体 慰 霊 式
平 成3年 度解 剖 体慰 霊 式 が、9月25[1(水)午 後1時30分
か ら本学体 育館 に おい て 執 り行 わ れ ま した.、.
式 に参加 した御 遺 族 ・御)に賓 ・;:教 職 員 ・学生 は、
本学 の 教育 及 び学 術 研究 のた め に尊 い御遺 体 を提供 され 、
医 『γ:発展 の礎 石 と な ら才/た137名(病 理解 剖52名 、法 医

































































新 人生 研 修(第2回 目)が10月28日(月)・29[1(火 〕・31H
(ね ・1け11目(翁 に 行 わ れ ま し た 。
第1学 年 十.を8グ1し 一 フ に 分 け 、1グ ル ・ ブ に教 官
2名 〔 ・舟安郭〔ffl名 、 基 伍楚 ・臣舘床1名)力 甘旨三草 に あ ノ・り 、
〔'工1前期 糸冬f後 に 才ジけ る1峰 学Lのr渚 問 題 、(2)学 生 生 活L(ノ)




教 官 の 異 動
(昇 任 〉
笹 嶋 唯 博3,9.16外 科 学 第 ・講座 ・1均教 授
スキー教室のお知 らせ
恒 例 の スキ ー教室(定 員40名)が 今 年 も12月16ロ ー・17.
日の2日 間 にa,た り旭 岳 スキ ・場 で 行 わ れ ます
今fトは 、外 国 人留 学 生 も交 え ての親 牌 交 流 や 白然 観察
コ・・λ設 定 な ども りだ く さんの 企画 と な って い るた め 、
・1・く械 齢 望者・ ・曲1会 があ・まけL









近 ごろ気 にな る こ と
#!.が加t川 に きて も う16年llで あ る.,走 る と、 今σ)a年
牛it、is期 生 と い うこ と に な ろ うか,
旭 川C'私 が最初 に住 ん だ の は 、宮 トlI'目 に あ った家
t{月 額3.500円 の アハ ー トであ る。夏 は暖 房 、 冬 は冷 房
が 完備L、 ひと く埃 っ ぼ い こ と を除 け ば 、私 に は快適 な
住 まい で あ った が 、今 の学 生nHliに は とて も住 め ない か
も1.れ ない 、 当時 、医大 の ぞぱ には お店 も少 な く、下宿
や アハ ー トもほ とhど な か った か ら、 大部 分 の医 大生 け
町'中 に住 んrい た 、 こ の ア ハー トに も1期 生 と2期 生 、
2名 の医 大 生 が住 〆1でい て 、旭川 の町 の 二とや 、医 大に関
す る↑1書`報を 与・えて も ら・,た凸 ア ハー トの 管 理 人 さ入 夫婦
か これ 蚤た親 切 な 人で 、 「た よ ♪た洗 濯物 を持 、て ら・♪
しゃい.1」 と、 奥 さん が定 期的 に呼 び に く る 私 が'r;k:{
物 を侍 ・てい くと 、dで に1=機 嫌 の管理 人 さん が、 「先
ノ仁
、ギ先酒!び)問、 ち 壽・♪と 才不ど うです カ・,,」と 、刃 ン}・
リー レ ノドか ハ イ ニ ノカ のkビ ンか ら、 私 に ウ ィスキ ー
を 勧 めた 、,私の洗 濯物 は 、 奥 さん が 十.動 洗 濯 機 に洗 剤
と ・緒 に放 りこん で くれ て い るの で、飲 み な が ら洗濯 が
完 ゴaる の を待 つ しか な い状 況 に な 一って い た。 こん な わ
け で 、 アパ ・一トの 隣 が コ イン ラ ン ドリー で あ る に もか か
わ らず 、私 は一・度 もそ れ を利 用 す る こ とが な か った 、
2年 後 、 この ア バ・一ト1よ、10倍 の家1賃の マ ン シ ョ ンに
漣 て 替 え られ る 二 と にな った や む な く私 は別 の ア ハ ー
トに引.,越 し、 その と 曳思 い 切 って 、 あ の便 利 な全 自動
洗濯 機 を買 っ たの で あ る。 その後 、 この洗 濯機 は 、結 婚
の際 の私 の数 少 ない婿 人 り道 具 に な ・、たの だ か 、 しっ か
りも δ)のか み さん 〔?)は 、汚 れ が落 ち に くい 、洗剤 も
水 も余 計 にか か る と 言.,て 手 で洗 い、脱 水機 代 わ りに し
かf吏・2てくれ な い 、
結 婚 後 は主 に経 済 的 な理 巾で 、3・6街 に川 る こ とが
ば とん ど な く なっ た が 、結 婚 前 は、1、2、3期 生 あ た
りと よ く ・緒 に飲 ん だ り遊 ん だ り した,、当時 の学 生 は 、
よ く遊 び も した が 、 自分 が何 を なゴ べ きかを わ き まえ 、
勉 強 も した よ う に記 憶 す るの は私 だ け で あろ うか、,1期
生の時 には、私 も初 めての実 習 担 当だったので 宍敗があ一・た.
予 備 実験 を行 い 、 十 分準備 を した っ も りだ っ た が、私 の
計画 の 日'さか ら予 想 した結 果 が得 られ な かっ た。 担 当 ク
ル ープ の学 生 に 「申 し訳 ない、.ぼ くの責 任 だ か ら、 発 表
会の と きにt、実験 計 画 の 不備 で 結 果が 出 なか った と報 告
Lて 下 さい、,1と 言 うと.「 計 画 を 立て直 して 、 土曜 、
目曜 にも う一 度 実験 しよす.」 との返 事で私 を救 って く
れ た こ ん なHの 回想 をす る と は、 私 も も う りっぱ な お
1.＼ ん に な 一,たとい うこ とか 、
「近 ご ろ気 に なる こ と」 と は
、学 生諸 君 、L:のキ ャ ノノ
で ある、 教 官 に対dる 態 度 が イこ遜 で 、1無 ネLホー イ」 と
呼 ばれ る学 生 だ ・ノた私 だ か ら、本 学 の学 生 の 多'レの無 礼
さは寛 容 した い と,.tni,,:.う「 講護 の 最 中 、教室 の外 で 碁 や
将 棋 や ト ランフ を し、出 席 カ ー トを配 る と きrけ 堂 々と
ノ＼室 し、Y,自砿を、1}き糸kえ ると呂1自一Cし、く無琴皐し者..'メこ替=～び)と
き、操 作 ∫・順 や理 山 を瞥」問 す る と、 「わた し筋 肉 だ か ら
答 え られ ま ぜん 。 】 とあ っ け らか ん と 『弓る女 ∫・学 生∩ そ
の 横 で 、頭 も使 わ一1、筋 肉 に も な らず 、お しゃべ りば か
り して い る男子 学 生 、,大学 祭 の と き助 っ 人を頼 ん で きた
あ る ケ ・ラフの 学生 。約 束の8時 にい って み る と 、)にて い
た び冠よ1司ヒ且bっ 人 ばか り でク ・ノーズ員 【よ一ゼロ「1且力っ 人 を1
時 間/'1,ト虐,待た せ てお い て 、 「お な か が空 いた の で飯 を
食べ て きま した、,」 もない もhだ 、,1無 礼 者、 み ノLなよ
とめ て 手打 ちに い たす 、1」と言 い た い と ころだ が 、 君た
ち は発 展 途 ヒ人で あ る こ とを 考慮 し、許 して や ろ うか,、
(衛 生 学 溝座 講 師)
12
